
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）
担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 中国横断自動車道 尾道松江線 事業 高速自動車 事業 国土交通省
おのみちまつえ

三次 ～ 三刀屋木次 区分 国道 主体 中国地方整備局
み よ し み と や き す き

起終点 自：広島県三次市四拾貫町 延長
み よ し しじっかんちょう

至：島根県雲南市三刀屋町 ６１km
うんなん み と や ち ょ う

事業概要
中国横断自動車道尾道松江線は、広島県尾道市から島根県松江市に至る延長約１３７ｋｍの国土開発幹

線自動車道であり、山陰圏域と山陽圏域を相互に連絡し、産業・経済・文化の一体的な交流発展に資する
路線である。
Ｈ９年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ１３年度用地着手 Ｈ１７年度工事着手
全体事業費 約1,580億円 事業進捗率 ３３％ 供用済延長 － km
計画交通量 7,000～10,400台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 1.1 875 / 1,597 億円 1,759 / 1,759 億円(事業全体)

事 業 費： 744/1,466 平成２０年億円 走行時間短縮便益：1,238/1,238億円

億円(残事業) 2.0 維持管理費： 131/ 131億円 走行経費減少便益： 396/ 396

億円交通事故減少便益： 124/ 124

感度分析の結果 残事業についての感度分析を実施
交通量変動 ：B/C= 2.3（交通量+10%） B/C= 1.7（交通量-10%）
事業費変動 ：B/C= 1.9（事業費+10%） B/C= 2.2（事業費-10%）

事業の効果等
・国土・地域ネットワークの構築（拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する）
・災害への備え（国道54号の災害等による通行止めの大幅な迂回を解消）

他１６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
中国横断自動車道尾道松江線は、高速ネットワークを構成し、産業振興、観光交流の促進による活力あ

る地域づくり、新しい生活圏域の形成促進等に必要な路線として、松江市をはじめとする沿線自治体の首
長で構成される中国横断自動車道尾道松江線建設促進期成同盟会より早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
尾道松江線に並行する国道５４号では、災害・事故による通行止めが発生している。また、尾道松江線

の整備を見越して、沿線地域では工業団地の開発・分譲が進んでいる。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成19年度末の用地取得状況（９７％）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
今後も引き続き工事の推進を図り、早期全線供用を目指し事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等
平面・縦断線形の見直し、土質の変更による掘削経費の削減、トンネル補助工法の見直し等により、工

事費の削減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




